To Sherlock Holmes she is always the woman. I have seldom heard him mention her under any other name. In his eyes she eclipses and predominates the whole of her sex. It was not that he felt any emotion akin to love for Irene Adler. All emotions, and that one particularly, were abhorrent to his cold, precise, but admirably balanced mind. 

シャーロック・ホームズは「名探偵」の代名詞として有名です。さまざまな怪事件を鮮やかに解決するその手並みはもちろんですが、相棒でありもう一人の主人公とも言えるワトソンや、宿敵であるモリアーティ教授など、多彩な登場人物の存在が、彼の活躍と物語をより魅力的に見せていることは間違いがありません。その中でもとりわけ異彩を放っているのが、『ボヘミアの醜聞』に登場する女性アイリーン・アドラーでしょう。
[bookmark: _GoBack]上に引用したのは、『ボヘミアの醜聞』の冒頭ですが、アドラーを常に「あの女性」と特別な感情をこめて呼ぶシャーロック・ホームズが描写されています。
